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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１２年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目
要素

小項目

要素

2009 2010 2011 2012 2013

→キリスト教主義教育を具体化す
るプログラム企画を整理し、年間
を通じての開催計画を明示し、
チャペルアワーなども含めて、ほ
ぼ日常的にそれが実施される体制
を確保する。

B Ｂ Ｂ

  

→キリスト教主義理解を提供する
プログラムへの参加者数を把握
し、学院構成員の半数を超える出
席者が得られるよう、奨励する。

C Ｂ Ｂ

  

→Mastery for Serviceを体現する
モデルとなる存在などを積極的に
紹介するとともに、その範に従っ
た学院構成員の活動を積極的に顕
彰し、学院としてその活動の全体
を把握する体制を整える。

C Ｂ Ｂ

  

 ☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

　《進捗状況》　　

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標２

目標３

備考

学院の中核的価値を広く周知するために、スピリットブック『輝く自由』を編纂した。その中で、創立者などとともに、学院の建学
の精神を体現するボランティア活動の歴史などについて紹介した。

　

2009年度に設定した「目標」 左記目標の「指標」
進捗評価

１．ミッションステートメントを基本とする学院のキリスト教主義教育
の理念の具体的プログラム化

２．ミッションステートメントを軸とするキリスト教主義理解の学院構
成員への浸透

３．キリスト教主義教育の成果として、Mastery for Serviceを体現し
うる存在としての具体的な行動への奨励

スピリットブック『輝く自由』を、必修のキリスト教教育科目を通じて、全新入生に配布した。これら資料などに基づいて自校教育
プログラムをすすめるために、ミッション展開推進委員会でプログラム企画を整理する課題に着手している。

統括部局：学長室　　　　　　　　　　　　　　　担当部局：学長室

1 キリスト教主義教育　（研究科）　《全学的な視点》

1.0.1 キリスト教主義教育を行うための組織･体制は適切か。

1.0.2 キリスト教主義教育は、本学の使命・目的に照らして適切に行っているか。
（KG1)方針、実施内容

進捗評価はA､B､C､Dの４段階とし、2012年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行った。
A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

2010年度以降に設定した「目標」

全学部対象の春・秋の大学キリスト教週間のチャペルプログラムには、延べ数でそれぞれ新入生の半分程度が出席する。日常的に行
われている各学部チャペルなどのプログラムについて、まだ全体を把握する体制は整えられていない。

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

☆

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。

Ⅱ．目標の進捗評価と進捗状況報告（2012.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗評価》

本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

スピリットブック『輝く自由』は１６頁で構成され、ミッションステートメント、創立者ランバス、院長ベーツ、スクールモットー
とその解説文、学院を支えた重要人物、学院のシンボル、ボランティア活動、学院小史を掲載している。すでに３万部以上が学内外
に配布されている。
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